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た。研究の調査期間は、2015 年 9 月より 11 月までの間にインタビュ
ー調査を行い、調査内容は、利用状況、巡回相談、保育所との連携に
ついてなど 9項目であった。 















































































































項  目 回答数 割合 
行動が気になる 22 88.0% 
発達が気になる 22 88.0% 
対人面で気になる 22 88.0% 
習得力で気になる 15 60.0% 
アンバランスさが気になる 11 44.0% 
情緒面が気になる 8 32.0% 
生活習慣が気になる 6 24.0% 
家庭環境が気になる 6 24.0% 
性格が気になる 5 20.0% 
















対応の内容                              回答数  割合 
保健師と連携を行う 18 75.0% 
相談・指導を行う 15 62.5% 
ケース会議を開く 15 62.5% 
園外研修に参加してもらう 14 58.3% 
専門機関と連携を行う 14 58.3% 
巡回相談を受ける 13 54.2% 
園内で学習会を開く 12 50.0% 
「気になる子ども」にも個別支援計画を作成する 11 45.8% 
保育士(人的環境)の増員 7 29.2% 
専門機関に訪問して相談する 4 16.7% 
行政との連携を行う 4 16.7% 
保育室(物的環境)を増設する 2 8.3% 
チェックリストを活用して対応を考える 1 4.2% 
相談機関の電話メール相談 1 4.2% 
福利厚生を充実する 0 0.0% 



























課題の内容                               回答数  割合 
障害や支援に対する保護者の理解 17 68.0% 
支援に関する専門的な知識不足や研修不足 15 60.0% 
加配保育士を含む、保育士の配置定数 11 44.0% 
「気になる子ども」を支援する療育の問題 8 32.0% 
専門機関の「気になる子ども」への支援体制の問題 8 32.0% 
専門機関や行政機関との連携の問題 8 32.0% 
慢性的な保育士不足による支援体制不足 7 28.0% 
保育士間の連携の問題 5 20.0% 
保育士賃金や福利厚生の問題 3 12.0% 
その他 2 8.0% 
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0名 26.2% 32.8% 3.4% 13.6% 
1名 26.2% 18.0% 22.0% 42.4% 
2名 13.1% 1.6% 35.6% 13.6% 
3名 6.6% 1.6% 18.6% 1.7% 
4名 1.6% 0.0% 8.5% 5.1% 
5名 0.0% 0.0% 3.4% 0.0% 
6名 0.0% 0.0% 1.7% 0.0% 
7名 0.0% 0.0% 1.7% 0.0% 
8名 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 
9名 1.6% 0.0% 0.0% 0.0% 

























































































































































表 5. 園外支援研修に参加する職員について（N=14） 
参加者 回答数 割合 
主任 10 71.4% 
正規職員 10 71.4% 
正規の加配保育士 7 50.0% 
支援担当者 6 42.9% 
非正規の加配保育士 5 35.7% 
園長 3 21.4% 
非正規職員 3 21.4% 
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